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 平成３０年４月２４日（火）東近江市立五個荘コミュニティーセンターにおいて、東近江警察署 

日野町少年補導委員会・東近江少年補導員会合同総会が開催されました。その席上で、平成３０ 

年３月末をもって退任された加納さなゑさん、木元利夫さん、西河新五郎さんに感謝状が贈られ 

ました。加納さんは２８年、木元さんは８年、西河さんは４年の長きにわたり青少年の非行防止 

・健全育成にご尽力いただきました。ありがとうございました。 

                                    

                                

                                                                                         

                                                                   

 

             

  

平成  年度日野町少年補導委員 
 また同時に開催された日野町少年補導委員会総会で、日野町

長・東近江警察署長から少年補導委員２３名に委嘱状が交付され

ました。これから２年間青少年の健全育成にご尽力いただきます。 

 総会で、会長には森田貞夫さん、 

副会長には岡村忠一さんが選出され 

ました。また、平成３０年度の活動 

方針等が決定されました。 
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「
子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
留
学
生
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
野
町
教
育
委
員
会 

教
育
長 

今
宿 

綾
子 

青
葉
・
若
葉
の
芽
吹
く
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
、

多
く
の
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
西
郷

せ

ご

ど
ん
」
。
明
治
維
新
を
リ
ー
ド
し

た
薩
摩
藩
が
舞
台
で
す
。
日
本
の
歴
史
上
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

事
を
成
し
遂
げ
た
人
が
次
々
と
生
ま
れ
た
薩
摩
の
加
治
屋
町
。
町
の

人
々
の
強
い
絆
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

薩
摩
藩
に
は
「
郷
中

ご
じ
ゅ
う

教
育
」
と
い
う
独
特
の
教
育
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。
自
治
の
力
で
生
ま
れ
た
教
育
制
度
で
、
郷
の
若
者
が
年
齢
を

超
え
て
互
い
に
教
え
合
い
学
び
合
う
と
い
う
も
の
で
す
。
「
負
け
る

な 

弱
い
者
を
い
じ
め
る
な 

嘘
を
つ
く
な
」
と
い
う
教
え
も
「
生
き

る
道
」
と
し
て
固
く
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。 

こ
の
教
え
は
決
し
て
古
い
も
の
で
は
な
く
、
人
の
道
の
根
本
が
正

直
で
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も
、
ま
た
ど
こ
に
お
い
て
も
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
自
ら
課
題
を
も
ち
、
自
分
の
力
を

最
大
限
に
伸
ば
し
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
」
と
い
う
学
び
の
姿

は
す
で
に
幕
末
で
も
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
根
本

は
相
手
へ
の
思
い
や
り､

礼
儀
作
法
、
体
の
鍛
錬
で
あ
り､

こ
れ
ら
は

日
本
の
教
育
の
誇
れ
る
特
徴
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。 

近
年
は
少
子
化
に
よ
り
異
年
齢
で
の
活
動
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
個
も
全
体
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
発
性
や
協
調
性
、
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
、
強
い
心
を
育
て

る
と
い
う
教
育
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
町
で
も
「
ふ
る

さ
と
日
野
教
育
、
ふ
る
さ
と
絆
事
業
」
で
し
っ
か
り
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
も
「
あ
い
さ
つ
運
動
、
親
子
・
家
庭
読
書
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
ら
は
学
校
や
家
庭
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
方
々
と
共
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
力
強
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
お

は
よ
う 

あ
り
が
と
う
、
す
み
ま
せ
ん
」
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
が
飛

び
交
う
支
え
あ
い
の
町
、
家
庭
で
の
読
書
習
慣
で
得
た
広
い
知
識
や

豊
か
な
心
、
考
え
る
力
を
通
し
て
未
来
の
創
り
手
と
な
る
子
ど
も
達

を
育
て
る
と
い
う
目
標
を
、
皆
で
共
有
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
連
綿
と
続
い
て
い
る
よ
き
伝
統
を
守
り
つ

つ
、
ふ
る
さ
と
の
絆
を
学
校
や
地
域
活
性
化
の
切
り
口
と
し
な
が

ら
、
町
の
教
育
推
進
に
努
力
す
る
決
意
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

少
年
補
導
委
員
退
任
に
あ
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

加
納 

さ
な
ゑ 

 

少
年
補
導
委
員
へ
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
平
成
２
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
携
帯
電
話
も
な

く
公
衆
電
話
の
時
代
で
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
見
廻
り

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
コ
ン
ビ
ニ
も
出
来
、

子
ど
も
達
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

声
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

時
代
も
変
わ
り
、
日
一
日
と
進
化
す
る
ス
マ
ホ
や

ラ
イ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
と
て
も
便
利
で
あ
る
一
方
、
間

違
う
と
恐
ろ
し
い
凶
器
と
な
り
ま
す
。
又
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
田
舎
だ
か
ら
大
丈
夫

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

最
近
は
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
の
か
子
ど
も
達
も

あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
の
も
時
代
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た

め
、
補
導
委
員
の
仕
事
は
地
道
な
活
動
で
す
が
、
パ

ト
ロ
ー
ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
は
大
切
な
活
動
で
す
。 

日
野
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
最
初
は
戸
惑

っ
て
い
た
生
徒
達
も
最
近
で
は
向
こ
う
か
ら
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
う

れ
し
い
限
り
で
す
。
そ
し
て
幼
稚
園
や
小
学
校
で
の

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
啓
発
活
動
等
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。 

私
も
地
域
の
一
員
と
し
て
声
か
け
や
見
守
り
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

公民館区 自治会 氏名 

日野 大窪５区 ◎森田 貞夫 

大窪５区 町田 絹子 

上野田 池内美代子 

村井１区 岡 登志男 

大窪 樫野 賢一 

五月台 大宗正和気 

松尾２区 河副 正美 

東桜谷 奥之池 小森 慶一 

原 ☆森田貴美恵 

西桜谷 野出 谷口かおる 

安部居 ☆川原 繁 

西大路 音羽 〇岡村 忠一 

西大路１区 道津 豊吉 

鎌掛 鎌掛第２ 竹村 一男 

鎌掛第５ 竹村 久子 

南比都佐 下迫 藤澤 義晃 

上駒月 岸村 昌光 

必佐 湖南ｻﾝﾗｲｽﾞ 吉澤 茂樹 

内池東 安田 均 

小谷 冨田知津子 

三十坪上 冨田 忠夫 

山本 山添 秀雄 

中山西 ☆岡﨑 弘 

 ◎会長 〇副会長 ☆印は新任の方 

                  

 

 

http://www.rmc.ne.jp/h.g-s.c


◎補導活動の推進 
・青少年の非行を未然に 
防ぎ、早期に発見・指導 
するため少年補導委員の 
協力を得て青色パトロール 
車による街頭補導活動を 
行います。 

・ 中学校校門前で「朝のあいさつ運動」を少年補導委員 
会・主任児童委員・保護司会・更生保護女性会と合同

で行います。 
 

  

 

 

   

 

１人で悩まないでまずは相談を 

◎補導活動 
  小学校区パトロール 41回 延べ 80人 
補導委員等街頭活動 49回 延べ 217 人 
朝のあいさつ運動２９回 延べ１０７人 

 氏郷まつりパトロール 8回 延べ 50人 
量販店等パトロール 5回 延べ 10 人 

 

５月の活動予定 

１８日 立入調査員研修会 

２２日 有害図書立入調査 

３１日 新任補導員研修会 

６月の活動予定 

６日 少年センター所長会 

７日 少年補導委員会幹事会 

１２日 有害図書立入調査 

２０日 無職少年対策指導員研修 

２１日 少年補導委員会定例会 

２６日 有害図書立入調査 

 

毎週火曜日 朝のあいさつ運動 

毎週金曜日 街頭補導 

毎週金曜日 学習支援IPPO(一歩
い っ ぽ

) 

センター職員随時パトロール 

 

◎無職少年等相談 
 相談・来所者数（延べ人数） 
  中学生 90人、高校生 35人 
  有職少年 21人、無職少年３人 
 電話相談数（延べ人数） 
  高校生８人、有職少年２人 
 就労相談（延べ人数） 

  高校生２人、無職少年３人、 
有職少年８人 

            

 少年センターでは、少年に関する悩みや心配ごと相談を

行っています。本人だけでなく、家族の方の相談も受けて

います。無職少年の就労・就学の支援も行っています。  

お気軽にお越しください。秘密は厳守します。 

○電話相談 ○面接相談  

○相談時間：月～金 9:00～16:30 

日野町少年センター （日野町勤労福祉会館 ２階） 

電 話  ０ ７ ４ ８ － ５ ３ － １ ３ ２ ５   

E-mail  hino.t-syonen.c@rmc.ne.jp 

 

◎環境の浄化 
有害図書立入調査 24回 

延べ９店舗  
刃物取扱店立ち入り調査７店舗 

◎子どもの学習支援事業 
・基礎、基本的な学習内容が十分に定着していない中学
生等に大学生等のボランティアが将来の夢の実現の
ため、学習支援（IPPO 一歩

い っ ぽ

）を行います。 

◎環境の浄化 
・図書等の販売店に対しての立ち入り調査を行い、青少年
に有害な図書等が適正に扱われているか点検を行いま
す。 

・小学校で薬物乱用防止教室を実施する等、少年に悪影響
を及ぼす環境の浄化に努めます。 

・インターネット上の有害サイトを介した犯罪の未然防止
に努めます。 

 

 

 

 

◎啓発活動 

広報誌「少年センターだより」発行４回 
幼稚園防犯教室（ペープサート） 

  日野、西大路、必佐幼稚園、桜谷こども園 
薬物乱用防止教室（６年生対象） 

   日野、南比都佐、必佐、桜谷小学校 
青少年の非行・被害防止滋賀県協調月間  
啓発（フレンドマート日野店外） 

東近江警察署万引き防止啓発 
（フレンドマート日野店） 

 
 

不正大麻・けし撲滅運動 
5 月 1 日から 6 月 30 日 

 マリファナの原料となる大麻や、麻薬の原料となるけし

は、法律で栽培や所持が禁止されています。しかし、大麻

やけしは自生するために、空き地や道端に生えていたり、

不正とは知らずに育てている人がいます。 

 不正に栽培されている大麻や疑わしいけしを発見した

ときは、最寄りの健康福祉事務所（保健所）、又は警察署

に連絡してください。 

◎非行防止の啓発 
・「少年センターだより」を年４回発行し、非行防止

の啓発に努めます。 
・少年補導委員会のペープ 
サートにより、幼児から 
小学生を対象に非行防止 
教室を行います。 

・青少年健全育成諸団体と 
連携し、非行防止にかか 
る研修会や啓発活動に参加し意識高揚に努めます。 

 

◎無職少年の就学、就労の相談と支援 
・無職少年の自立をめざして、就労や就学等社会参加
に向けた相談や働きかけを行います。 

・少年、保護者等からの問題行動、不登校等の相談に
関係機関と連携してアドバイスを行う等健全育成
に努めます。 

 

 

◎関係機関との連携 
・少年センター運営協議会を開催し、小中高等
学校や地域、関係機関との連携を深めます。 

mailto:hino.t-syonen.c@rmc.ne.jp
https://www.sozai-library.com/sozai/9144
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